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に薄まるため，こどもの活動がどこでどのように
発展していて，どのように過ごしているかの把握
が引き続き困難であった．また，見取りの点でも
一人ひとりの育ちが，保育者とその子の関係性や
関わりの深さによって差があるとも考えられた．
日々の振り返りの中で，保育者同士で意見交換や
報告をしているが，あそびまつりにおいてはしっ
かりとした形として確立していなかった．
　そこで，一人ひとりが自分の関わったこども・
あそびの様子を具体的に書き表す記録と，職員間
での分かち合いに活かすため，振り返りやすく読
みやすい記録を作成することとした．分かち合い
をするための記録としては，文章で書いた物をも
とに，二人一組でポイントとなった部分に写真を
入れながら，活動の経過をこどもの言葉や気持ち
として抜粋しまとめていった．その後，結果・考
察・評価を保育者全員で行い場面ごとの共通認識
をすることが出来た．討論の記録を作成し皆で考
査することで，こども一人ひとりへの多角的な見
取りを経験でき，主観から客観視して振り返る機
会となった．また，意見交換をしたことで，それ
ぞれが自分の観点と他の保育者の観点の『類似性』
や『相違性』を感じる事ができた．
②共有を目指すことで出来ていない部分が見えて
くる
　二人で一つの記録を読み取る作業をそれぞれに
行うことで，こどものこころの動きや遊びの変化
のポイントを見つけることができた．また，分か
ち合いをし，意見交換をしたことで，自分の観点
と他の保育者の遊びへの視点，保育のポイントの
『類似性』や『相違性』を感じることができ，事
象に対するお互いの見方を知ることができた．
　このように，こども・あそびの様子を具体的に
書くことで，活動の経過をこどもの言葉や気持ち
として表し，保育者の見取りがわかるように可視
化してみた．こどもの活動がどこでどのように発
展していて，過ごしているかがわかりやすくなり，
みんなでこどもたちを見ていく，あそびを支えて
いくという意識の向上に繋がったと思われる．
　しかし，共有を目指しお互いに得たものを感じ
たが，それを日々の保育者同士の相互理解につな
げることはできなかった．保育のポイントの類似
性や相違性を見つける作業をして得たことは，必
ずしもお互いの歩み寄りへの手助けにはならな
かった．
　
4）あそびの共有化
①こどもの見取りの共有化を目指す時の課題意識
　こどもにとって必要な保育環境は共通理解して
いるが，専門性を活かしながら行う保育には保育
者それぞれの視点があり，その違いを理解しあえ
ていない事に気が付いた．あそびまつりにおいて，
あそびの継続を目的とした記録が活かされず，関
わる保育者が違う事であそびが途切れる，発展途
上で別の遊びになってしまうなどの原因を探っ
た．
　これまではあそびまつりの記録の共有が一部し
か行なわれていなかったこと，深めることができ
ていなかったこと，記録の活かし方に加え，保育
者間の相違性・類似性に気づきつつも理解には至
らなかったことが課題として浮かび上がってき
た．
　また，それぞれの視点を受容しあう場や振り返
りのタイミングを設けていくことができなかった
ために，他者への視点の基準が自分自身になって
いる問題もあった．このことから，あそびまつり
の充実には保育者同士の連携や園全体の保育観の
向上に向けて，相互理解による個々の保育観の理
解・認め合いが不可欠であることに思い至った．
②意見反映の工夫→セッションを通して見えてき
たもの
　こどもの見取りの共有化のために，保育の場面
の中で共通理解を深めること・互いの保育観に親
しみを感じることに向けて，今まで以上に伝わり
やすい，伝えたくなるような記録を考えた．自分
が関わった保育の写真を数枚取り上げ，その場で
出たこどもの発言や様子等を簡潔にまとめた用紙
を個々で作成し，皆でどのような保育をしたのか
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話したり，聞いたりする場を「セッション」と呼
び設けることとした．そこでは温かい雰囲気の中，
自由に前向きな言葉で保育を語り合うことを目的
とした．
　初回のセッションでは，自分の関わった遊びの
様子に肯定的な言葉をかけられたり，自分の保育
を他者に共感してもらえたりすることに喜びを得
た．自らの保育を認められた実感と自信を得るこ
とに繋がり，セッションの土台となったことで，
2回目以降のセッションが活性化された．
　2回目のセッションでは会話からあそびのヒン
トが多く出てきたことで，次回への連続性が高
まった．3回目のセッションではこどもの主体性
を大切にする保育を進める中で，「自分のあの時
の援助は，ふさわしかったのだろうか」という思
いを発言し，それについて共感しつつ，こどもの
成長過程を共有する場に変化した．
セッションを通して，①受容的な雰囲気を作るこ
とで安心感を得る②展開への意見が飛び交うこと
で，あそびのヒントを得る③自由な雰囲気によっ
て自己開示のきっかけを得るという特徴が明らか
になった．回を重ねるごとに，前回までのセッショ
ンを踏まえた回になっていき，話題の変化も見え
てきた．しかし，共通して言えることは「こども
を中心にした言葉」「共感的，受容的な雰囲気」
があることであった．
Ⅴ．まとめ
　保育実践の見直しをはじめたことで，保育者主
導の保育とこども主体の保育の違いを考え，数年
に渡る検討・研究を続けることができた．保育に
対する無自覚な疑問や思い込み（習慣）を保育者
一人ひとりが持ち，知らぬ間にあたりまえと受
け入れていた事実と向き合うことが必要となっ
た．課題を見つけ，それに取り組み，越えると新
しいものが見つかることはとても自然なことであ
るが，この取り組みを通して認識を深めることが
できたことは大きな発見であった．見直す姿勢を
保育者それぞれが持ち，一人ひとりが問題意識を
持って過ごすことにより，解決や提案ができる土
台を作ることへと繋がっていった．
　あそびまつりの取り組みは，園全体の保育を通
してのものだが，計画の重要性・振り返りの活か
し方・チームとしての意識等の一人ひとりの保育
力が高まることにつながり，園全体のスキルアッ
プが実現していった．そして実践を見直すことは，
長く課題であったカリキュラムマネジメントへと
つながり，教育課程，日々の保育へと影響を与え
つつある．
　カリキュラムマネジメント，課題とねらいを
もった保育者の環境つくりという点では，相互理
解が深まっていなくては発展性や協同性につなが
らない．新たに出てきた保育者間の認め合いとい
う課題に真摯に向き合い，発展させていくことが
次の段階へと続く一歩だろう．また，今後に移転・
こども園化を控えている園として，保育の見直し
のサイクルを確立し，深めたものを移転後に広げ
られるかが今後の課題である．
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